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カメラの設置期間は特に定めてはいないが、場所を変えながら 1 か所につき 1 週間から

1 か月程度の期間設置した。撮影により確認できた数は、調査結果一覧（P.88）に「無

人撮影」として掲載した。 

 

（４）巣箱調査（対象：ヤマネ、ニホンモモンガ） 

ヤマネとニホンモモンガの生息を確認するため、市域西

側山地に49個の木製巣箱を高さ2m位の位置に設置した。

季節に合わせて巡回点検し、巣箱利用中の動物の確認及び

巣箱に残る巣材から巣箱を利用している動物種の判定を

行った。 

  

調査員による巣箱製作 調査員による巣箱調査 

 

（５）爪痕調査（対象：アライグマ） 

営巣場所を求めて建物の柱を上るときに、アライグマが柱に残す爪痕を生息の手掛か

りにした。5 本の爪痕が並行に柱に付いているものが、典型的な生息痕跡であるが、3

本や 4 本のものもあり、多数の爪痕が重なっているものもある。 

ムササビの爪痕との差異を検証する機会を得ていない問題点はあるが、この方法を開

発した関西野生生物研究所の現地指導を受け、市内の社寺などの外柱、外壁などを点検

した。 

  

アライグマの爪痕 アライグマの食痕 

 

（６）バットディテクターによる調査（対象：コウモリ） 

河川や空き地に夕方出向き、採餌のため飛翔しているコウモリをコウモリ調査用超音

波受信機（バットディテクター）を用いて、周波数による種の推定と目視による確認を

巣箱を監視する無人カメラ 
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（１０）深沢地区定点調査（対象：昆虫類） 

市内でも昆虫類が豊富と考えられる深沢地区で調

査を実施した。 

平成21（2009）年9月16日から平成23（2011）

年 5 月 8 日まで、深沢地区の穴沢天神社から南沢林

道入口付近の間を徒歩により昆虫を探し、写真撮影を

行った。後日写真から同定を行い、一部の不明種は専

門家の協力を得て同定を行った。なお、調査結果一覧

（P.119）には種が判明したものだけを掲載した。 

 

（１１）水生生物調査（対象：魚類、底生生物など） 

タモ網を使って魚類と底生生物などを捕獲し、

種類ごとに大きさと数を記録した（通称：ガサガ

サ生物調査）。調査場所は、平井川の新開橋下流区

間（橋から約 120ｍの範囲）とし、広く市民（子

どもを含む）から調査員を募集した。経年変化を

みるため、平成 20（2008）年 9 月、平成 2１

（2009）年８月、平成 22（2010）年 9月（増

水により調査員のみで実施）、平成 23（2011）

年 9 月に同じ場所で継続して実施した。秋川については、同じ方法を用いて、上流   

（ファミリーロッジ五日市付近）、下流（小川久保桜公園上流）、用水路（南秋留小学校

付近）の 3地点で、調査員のみで調査を実施した。 

 

（１２）秋川漁業協同組合アンケート調査（対象：魚類） 

生息魚種の変化を大まかに把握するため、秋川漁業協同組合の協力を得て、全 15 支

部にアンケート調査を実施した。アンケート内容は、これまで秋川漁業協同組合の管轄

内で生息を把握している 39 種の魚類（外来種を含む）を対象にし、見たことがあるか

どうかについて、過去と現在に分け、見かける頻度を 5段階で回答いただいた。 

 

深沢川の環境 

魚類アンケート（イメージ） 
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◇主な哺乳類 

・タヌキ  

 

調査員が市内各所に設置した無人カメラによって

最も多く撮影された。また、最も多くの市民に目撃

され、市による路上死体の回収が最も多い野生動物

である。ため糞の目撃情報数を調査結果のその他の

欄に記載した。 

・アライグマ  

 

生息個体や痕跡が、戸倉地区（盆堀）以外のほぼ

全域で確認されている。調査結果のその他欄の数値

は、柱などにアライグマの痕跡が残されている社寺

などの数を示している。 

市内で調査した社寺 112軒の内 86軒（77％）

で爪痕が確認されており、多くの個体の生息が予想

される。 

・カヤネズミ  

 

カヤネズミの生息地は、河川敷や休耕地のカヤ原

に限られているため、調査員が秋川 10 地点、多摩

川 2地点の河川敷（オギ群落）で営巣調査を行った。 

その結果、いずれの地点でも巣が確認された。調

査結果の数値は発見した巣数である。 

・ハクビシン  

 

タヌキに次いで、無人カメラで多くの個体が撮影

された。また、多くの市民に目撃され、路上死体の

回収が多い野生動物である。山地、里山、住宅地の

いずれでも無人カメラで撮影されている。 

・イノシシ  

 

農作物の食害や畑地芝地の掘り返しなどの農業被

害の事例が多い種類である。山地と里山の記録が多

いが、多摩川河川敷に接した住宅地での目撃記録が

数件ある。 
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・クリハラリス （タイワンリス） 

 

秋川左岸崖線の山田地区から牛沼地区に至る緑地

帯で生息が確認されている。外来生物対策のため、

独立行政法人森林総合研究所により、平成 23 年度

までに 14 頭が捕獲された。他地域への移出個体の

存在が心配される。 

・ムササビ  

 

山田大橋より西側の秋川渓谷流域で確認されてい

る。しかし、市街地における路上死体回収が１例あ

り、市街地の社寺林・屋敷林での孤立化した個体群

の存在が考えられ、ムササビを対象にした集中調査

が必要である。 

・ニホンジカ  

 

市域西側の山地の尾根筋や林道、山地に連なる里

山の尾根筋で確認されている。生息地である奥多摩

山地から移動してきた個体と思われるが、市内の山

地がシカの生息地になると、林業被害などが心配さ

れる。 

・ニホンリス  

 

草花丘陵と網代地区、横沢地区以西の山地や里山

での目撃、鳴き声の聴き取りの記録がある。クリハ

ラリス（タイワンリス）の生息地に近いため、両者

の競合が心配される。 

・ニホンノウサギ  

 

秋川丘陵の 3か所で無人カメラ撮影により確認さ

れた。市域西側の山地で、2 件の目視確認があり、

雪上の足跡や糞による確認もされたが、情報は少な

い。 
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・モリアブラコウモリ  

 

秋川の小和田地区（佳月橋下流）の川面上を飛翔

中にバットディテクターと撮影によって確認され

た。詳細な生態は明らかではないが、森林性のコウ

モリで、秋川の清流と両岸の樹林が、採食に飛来す

る環境をつくっていると思われる。 

・モモジロコウモリ  

 

秋川の小和田地区（佳月橋下流）の川面上を飛翔

中にバットディテクターと撮影によって確認され

た。洞窟性のコウモリであるが、崖の岩の割れ目や

下水道管などでも昼間を過ごすことが知られてい

る。 

・ヤマネ  

 

市域西側山地の立木に設置した巣箱 49 個の内１

個でヤマネの個体が確認され、撮影された。他の巣

箱３個でも、ヤマネの巣材が見られ、生息がさらに

確認された。市内での撮影によるヤマネの生息確認

は初記録である。 

・ニホンモモンガ  

 

市域西側山地の神社境内の樹洞から顔を出した１

個体が、調査員によって確認された。また、設置し

た巣箱 49個の内 2個で、細裂したスギ樹皮塊の巣

材が確認された。ニホンモモンガと思われるが、ニ

ホンリスの可能性もあり確定できていない。 

・ヒメネズミ  

 

市域西側山地に設置した巣箱の 1 個で確認され

た。巣箱内にもヒメネズミ特有の巣材が確認された。

枯葉などを巣孔近くまで、巣箱いっぱいに詰め込ん

でいる場合が多い。アブラチャンなどの堅果の食べ

かすが残されている場合もある。 
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・タカチホヘビ  

 

夜行性のヘビとしては、予想以上に多い 22 件の

情報が集まった。そのうち 7件は死骸による確認で、

昼行性の種よりも死骸で発見される割合が高かっ

た。 

 

・ヒバカリ  

 

20 件と情報数は少なめだったが、山林、河川、

市街地を含む市内各地から情報が寄せられている。 

・シロマダラ  

 

夜行性で「幻のヘビ」とも言われる。その割に 13

件と多くの情報が寄せられたが、その半数を超える

8 件が死骸による情報だった。市街地からの情報 9

件は、いずれも JR 五日市線以南の地域であった。

また、戸倉地区（盆堀）、乙津地区（青木平）、深沢

地区の山地でも確認された。 
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◇主な両生類 

・アズマヒキガエル  

 

両生類の中で情報数が圧倒的に多く、市街化の進

んだ C 地区の情報が 7 割を占めた。「ガマガエル」

「イボガエル」「ヒキガエル」などとして寄せられ

た情報も多く、市民にとって一番身近なカエルとい

える。 

・モリアオガエル  

 

山地、丘陵地、市街地からほぼ同数の情報が寄せ

られた。泡状の特徴的な卵塊で確認しやすいことか

ら、情報数の多さにつながったものと思われる。 

しかし、調査員による確認調査では、多くの産卵

場所において１、２個の卵塊しか確認できず、今後

の個体数の減少が心配される。 

 
モリアオガエルの卵塊 

・ヤマアカガエル  

 

山地での情報が多く、中でも盆堀川沿いでの目撃

が多かった。また、情報数は少ないが、秋川中下流

域、平井川流域でも生息が確認された。 

 

・ニホンアカガエル  

 

ヤマアカガエルに比べると情報数が 3 分の 1 以

下だった。ヤマアカガエルが山地での情報が多かっ

たのに対し、ニホンアカガエルは丘陵地、市街地で

の情報が多かった。 

  
※卵塊及び幼生の場合、ヤマアカガエルかニホンアカガエルかを同定するのは困難である

ため、調査結果には「アカガエル」として記録している。 
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・シュレーゲルアオガエル  

 

8 件のみの情報で、いずれも調査員による情報で

ある。産卵時期に、生息が予想される水田及び湿地

を調査して確認できた例が多い。 

 

・カジカガエル  

 

19件中 11件の情報が、声による確認であった。

平井川及び秋川中下流域での情報が多かった。 

 

・ウシガエル  

 

声による情報が秋川流域から寄せられた。秋川ふ

れあいランド周辺、切欠地区、南秋留小学校周辺、

秋川橋下流の 4 件である。 

・トウキョウサンショウウオ  

 

近年絶滅が心配されている種であるが、卵のうが

発見しやすいことや市民の関心が高いことから、

18 件の情報が寄せられ、調査員情報と合わせると

37 件に上った。 

調査員による追跡調査では、産卵場所が乾燥化し

つつあるケースや成体及び卵のうがアライグマの

食害を受けているケースが確認されている。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 
トウキョウサンショウウオの卵のう 
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・ヒバリ  

 

以前は秋留台地に多く生息していたが、近年非常

に減少している種である。ウォンテッド調査により、

秋留台地を中心に、雨間地区や小川地区の河川敷な

ど限られた地域で生息が確認された。 

 

・オシドリ  

 市内では秋川沿いに生息が確認され、引田地区か

ら上流の乙津地区（青木平）まで目撃情報があった。

多くは繁殖期に山地に移動するが、少数が市内に留

まり、山林や社寺林の樹洞で繁殖している。初冬に

山地から移動してきた個体と合流して 20～30 羽

の群れになり、十里木から上流域での生息が多い。 

・カッコウ  

 

近年、生息確認が少ないため、ウォンテッド調査

の対象種とした。市民からの情報は、Ｃ地区で目撃

情報が 1 件あった。調査員からの情報はＢ地区で 1

件、C地区で 4件である。Ｂ地区の鳴き声の 1件は、

平成 23（2013）年に草花地区で、渡りの途中に

一声発したものを聞いた記録である。他の 5件につ

いては、平成 14（2002）年と平成 17（2005）

年の秋留台地での記録である。（※撮影は 2002 年） 

・クマタカ  

 

非常に貴重な種であるため、特に注目し、目撃情

報をもとに調査員ができる限り調査した。目撃件数

は 14 件であるが、個体数を示すものではない。 

 

・オオコノハズク  

 

市内では、戸倉地区（盆堀）、養沢地区、乙津地区

（青木平）など主に市域西側で、調査員による目撃

情報が 7 件あった。また、調査員が林や社寺林の樹

胴での繁殖を確認している。アオバズクよりさらに

静かな環境を好み、個体数も少ない。 
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・ミサゴ  

 

秋川と多摩川の合流点周辺で調査員により2件の

情報があった。この鳥は、開けた河川などで魚類を

狩りする。市内では、特に落ち鮎の頃（9 月下旬）

から数羽が鮎などの魚を捕獲する姿が見られてい

る。 

（※撮影は 2008 年） 

・アカショウビン  

 

市民と調査員から３件の声による情報があった。

個体数の非常に少ない鳥であり、情報日時が違うこ

とから、同じ個体の声を聞いた可能性もある。 

（※この写真は、2002 年に檜原村で撮影されたもので

ある。） 

 

・ブッポウソウ  

 

小中野地区から１件のみの情報である。東京都で

は過去３年ほど繁殖の記録がない。檜原村や奥多摩

町で生息が途絶え、市内の戸倉地区（盆堀）が唯一

の繁殖地であったが、３年ほど前から繁殖が途絶え、

最近は声も聞くことがなかった。 

（※撮影は 2009 年） 

 


